
道

徳の
まち笠松の

　竹や雑木を伐採すれば下草が育ち、土や砂が
池に流れ込まなくなり、ヤゴや水草によい環境が
整います。 
　笠松町には、「笠松トンボ天国」という「ぎふ水
と緑の環境百選」にも選ばれたすばらしい場所
があり、トンボが約３０種、水生植物が約６０種も生
息しています。国土交通省の支援もあり、池の周
りの小道を中心に整備され、笠松の新名所になり
ました。 
　しかし、夏になるとトンボ天国の周辺には、背丈
ほどもある竹や雑木などが育ち、クローバーやオ
オバコなどの下草が枯れてしまうようになり、雨が
降るたびに池に土や砂が流れ込みはじめました。 
　流れ込んだ土砂は水を濁らせ、ヤゴや水草に
悪い影響を与えるようになりました。 
　３年前から、「トンボ池を守る会」「下羽栗地域
の町内会」「道徳のまち笠松」の関係者をはじめ、
「NPO法人 竹環境保全推進協議会竹人」「NPO
法人元気きそがわ」「下羽栗小学校PTA」、地
元企業、一般ボランティアが協力して、竹や雑木
の伐採を行っています。 

　朝８時から１時間ほどの作業で、トンボ天国の
周りは見違えるほどきれいになりました。 
　今年も7月13日（日）午前8時から実施する予定
です。笠松の自然環境を自分たちの手で守る活
動に、ぜひご参加ください。 

シリーズ③ 

トンボ天国の自然環境は 
自分たちの力で守る！ 

トンボ天国の自然環境は 
自分たちの力で守る！ 
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　身近で「ちょっといい話」がありましたら、中央公民館へ電話、
FAX、郵送、メールなどでご連絡ください。お待ちしております。 
蕁３８８‐３９２６　FAX３８８‐３２３３ 
メールアドレス：kyouikubunka@town.kasamatsu.lg.jp

伐採作業を終え
集合する皆さん ➡

竹や雑木の伐採
をする皆さん ⇦
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